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時事解説

ウマの跛行に関するめざましい医学の進歩

　ウマの世界において、跛行は主要な問題である。この点は皆が同意する。あなたの関心が一流の競走馬に

あろうがプレジャーホースにあろうが、あなたがプロの乗り手であろうがアマチュアであろうが、あなたの

関心が大型の品種にあろうが小型の品種にあろうが、筋骨格系の傷害はよくあることで、かつ潜在的に非常

に重要な問題である。

　跛行の診断法と治療法はともに、この数十年間にかなり進歩してきた。重要なのは、今まで以上に明るい

兆しが将来待ち受けているということだ。科学技術は、臨床分野においても活発に進歩を促し続けている。

　細胞生物学がその良い例である。ゲノム規模（全ての DNA あるいは全ての RNA を含む）で適用可能な

次世代シークエンシングによって、今日では個々の組織や細胞のタイプについて遺伝子発現を包括的に比較

することが可能である。データに基づく科学的アプローチにより、見過ごされてきた数多くの遺伝子が重要

であることが明らかになっている。その結果として、細胞の同定、正常な機能そして跛行に直接関与する発

症メカニズムについて、新しい見識がもたらされている。

　個別の細胞種に対する新たな知見によって、診断法や治療法は洗練される。軟骨を例としてみてみよう。

私達の体には、関節軟骨、関節以外の構造軟骨、軟骨内骨化と呼ばれるプロセスを通じて骨に置換される軟

骨などのいくつかの異なる軟骨組織がある。全ての軟骨には共通する特徴があるが、関節軟骨細胞を特徴付

ける特有の細胞特性を理解することは、関節疾患について考えるうえで明らかに重要な要素である。

　この先、獣医師は、鑑別診断を洗練させるため、最適な治療法を選択するため、そして患畜をモニタリン

グするために分子バイオメーカーパネルをますます利用するであろう。癌患者に対してこれらのアプローチ

が試みられていることは既知の事実である。そしてそれと同じ概念は、骨、軟骨、腱、靭帯や筋組織にも適

用できる。臨床現場の目的としては、疾病の早期発見や治療法に対する患者の反応と同様に、健康状態をモ

ニタリングするための感度の向上が挙げられる。

　治療レベルにおいて、細胞ベースのアプローチは、高い関心を生み出し、そして正しい根拠がある。“幹細胞”

という用語がしばしば話題に上がる。細胞は、効果的なウマ特異的成長因子や分化因子を損傷部位へ到達さ

せるため、患畜の免疫系を適切な方法で調節するため、またいくつかの症例では直接、修復組織の基とする

ために治療目的で用いられる。学ぶことは多くあり、そして誤った情報も多くあるが、細胞ベースの治療法

には実際に多くの希望があるのだ。

　最後に、我々は医療情報学の時代に突入した。コンピューター科学においてハードウェア、ソフトウェア、

データストレージは急速に進歩しており、個々の遺伝子あるいは一人の患者のみを見ることでは正しく評価

しにくい生物医学的な関係やパターンを、「-omic（訳注：「「研究対象＋ omic」でその対象の多量の情報を

系統的に扱う研究分野の意」）」や集団レベルで解決できる“ビッグデータ”分析を可能にする。例えるなら、

地上に立ったままで、穀物畑のミステリーサークルと他の模様を区別するのがいかに難しいかと言う事だ。

飛行機の窓から見下ろせばすぐに区別できる。包括的解析と標的解析は、二者択一の問題ではなく、両者と

も重要でありしばしば互いに補完するものである。では、ウマの跛行に関する課題に対する取り組みにおい

て、私達はどうやってさらなる進歩を促すことができるだろうか？答えの中で非常に重要な部分は、知識を

向上させるための質の高い科学研究である。私達はケンタッキー州立大学において、総合研究チームが業界
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団体、臨床家、獣医師やウマの専門家と一緒に取り組むことを可能にする馬スポーツ研究構想（Equestrian

Sports Research Initiative）を策定した。ウマスポーツ医学における健康と福祉に関する問題は、基礎か

ら臨床レベルまでウマ、騎乗者と馬場の問題を同時に考えながら研究されてきている。 

　上述のとおり、科学や技術の進歩は生物医学分野の進歩を促進している。客観的な科学研究や、その結果

として得られる新しい知見は総じて重要であり、最優先事項とされる必要がある。

連絡先：James N. MacLeod, VMD, PhD

　　　　jnmacleod@uky.edu

　　　　（859） 218-1099

　　　　Maxwell H. Gluck Equine Research Center

　　　　University of Kentucky, Lexington, KY

 

国際情報

2016 年第 3四半期

　イギリスのニューマーケットにある国際健康情報収集センターとその他の諸機関から以下の疾病の報告が

あった。

　アフリカ馬疫の発生が、アフリカ共和国の常在地域において報告されたが、ウエスタン・ケープ州の疫学

監視地域においては確認されなかった。

　馬インフルエンザの発生が、ドイツ（単発症例）、イギリス（ワクチン未接種の牝の子馬 1 例）ならびに

米国（風土病）で報告された。米国では、カリフォルニア州、デラウェア州、フロリダ州、ケンタッキー州、

ニュージャージー州およびニューヨーク州において発生が確認された。

　フランス、ドイツ、アイルランド、シンガポールならびに米国で、腺疫の発生が報告された。その発生数

は、それぞれフランスでは 4 件、ドイツでは 12 件（全て単発症例）、アイルランドでは 2 施設で 19 例、

シンガポールでは輸入馬の 1 例、米国では 17 州で多数の発生であった。米国では、およそ 36 施設におい

て 99 例が確認され、そのうち 1 例は馬ヘルペスウイルス 4 型と混合感染していた。

　フランスおよび南アフリカで馬ヘルペスウイルス 1 型（EHV-1）が発生した。フランスにおける症例は、

体温上昇が唯一の臨床兆候だった。南アフリカにおける発生については、臨床症状に関する詳細な報告はな

かった。EHV-1 による流産が、アイルランド、南アフリカおよびイギリスで発生し、そのいずれも単発例

であった。EHV-1 による神経疾患の発生が、フランス、南アフリカおよび米国でそれぞれ 1 例ずつ確認さ

れた。

　EHV-4 による呼吸器疾患の発生が、フランス（7 件）、南アフリカおよびスイス（それぞれ 1 例ずつ）、

そしてイギリス（2 件；感染馬の症例数はいずれの発生においても限定的）で報告された。ドイツでは、鼻

腔スワブで EHV-4 が検出された 1 例に、神経症状が認められた。

　EHV-2 やあるいは EHV-5 感染が米国で確認され、主に呼吸器症状を呈していた。

　カナダと米国で、馬伝染性貧血の発生が報告された。カナダでは、サスカチュワン州の 3 施設において 9 

例が確認された。米国では、ニューヨーク州およびオクラホマ州においてそれぞれ 2 施設で 2 例ずつ確認
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された。

　フランスでは、馬ピロプラズマ症が風土病であると報告された。米国では、Theileria equi 感染がクォーター

ホース種の競走馬で確認され、テネシー州（17 例）およびワイオミング州／ユタ州（21 例）で開催された

草競馬に出走していた。

　ドイツでは、馬伝染性子宮炎（CEM）が 8 施設で 9 例発生した。そのほとんどは種牡馬でアイスランド

種であった。

　米国では、第 3 四半期においてサルモネラ症の発生が確認された。サルモネラ B 群が 2 例、C1 群が 10 

例および D1 群が 2 例であった。

　β2 毒素産生型である Clostridium perfringens A 型によるクロストリジウム性腸炎の発生が米国で報告さ

れ、ケンタッキー州で 2 例、ミネソタ州で 2 例が確認された。

　子馬のロタウイルス感染の限定的な発生が、フランスおよびドイツで確認された。

　米国のケンタッキー州では、Lawsonia  intracellularis 感染が 1 例の子馬で診断された。

　米国のフロリダ州およびオクラホマ州では、狂犬病がそれぞれ 1 例報告された。

　当期、米国で東部馬脳炎が 49 例報告された。フロリダ州、ウィスコンシン州およびサウスカロライナ州

で最も多発した。

　米国の 17 州で、合計 88 例のウエストナイル脳炎が確認された。そのほとんどはワクチン未接種あるい

はワクチン接種が不完全な馬であった。

　ロドコッカスに関連した疾患は、米国で風土病とされている。本病の感染率を推定することは非常に困難

であるにもかかわらず、この第 3 四半期に約 40 例が確認された。

　日本では、ゲタウイルス感染が 1 施設で 8 例確認され、そのほとんどはワクチン接種歴が不完全であった。

発症馬は本症に典型的な臨床症状を呈した。

　米国のメリーランド州およびウエストバージニア州では、馬単球性エールリヒア症が 3 例発生した。ドイ

ツやスイスでもエールリヒア症の単発症例が確認された。

観察、科学とウマの跛行診断

　ウマの疼痛に関連する歩様の異常の多くは、騎乗時にのみわかり、引き馬や調馬索時にははっきりとわか

らない。このようなウマは騎乗しても、跛行が明らかにならないこともある。近年、歩様の客観的評価には

多くの技術的進歩があるが、それらは一般的に歩様の左右対称性の変化（その結果、全身の強ばりや運動意

欲の欠如などのパフォーマンスの低下、後肢の協調や推進の欠如などの動きの質の変化、ウマの口を介した

手綱やハミによるコンタクトでの騎乗者の感触の変化をもたらす）の検出には限界がある。

　騎乗者は、しばしばこれらの問題が胸腰部の疼痛に起因すると決めてかかる。なぜならウマに騎乗した際

にのみ症状が発現するからである。そのようなウマは、調馬索運動を行うと輪線の内側に入り込むかもしれ

ない。そして、しばしば片側の調馬策に偏り、著しい軸上筋の収縮を示す。しかし、実験的に前肢あるいは

後肢の跛行を起こした場合、胸腰仙骨部位における脊柱の可動域を減少させる可能性があるということが研

究によって示されてきた。放射線検査によって棘突起の接触が認められることがある。この所見により、胸

腰部の疼痛が主要な問題であるとしばしば誤った結論に至ってしまう。私達は、診断麻酔を用いて明らかな

あるいは無症状の跛行を消失させることによって、騎乗者がしばしばウマの背中の可動域の増加に気付くこ
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く胸腰仙椎領域の可動域の変化によって生じ、それはウマによって異なる。鞍ずれは、後肢の跛行があるか

もしれないという指標になる可能性がある。

　速歩の場合にははっきりしない跛行でも、駈歩時に見せる、回転駈歩や頻繁な前肢あるいは後肢の手前変

換、身体のねじれ、正常な三拍リズムの消失、両後肢が着地する場所やタイミングが異常に近かったり、離

れたりするといったことから、筋骨格系の痛みがわかることがある。これらの所見は調馬索あるいは騎乗時

にはっきりするもしれない。もし仙腸関節痛が疼痛やパフォーマンスの低下に関与しているならば、引き馬

時に見られる元々の跛行の消失は、逆に駈歩時により悪化しているように見える可能性がある。

　このような観察は、パフォーマンスに問題のあるウマを、引き馬、調馬索運動および騎乗時（標準的な騎

乗者が望ましいが）に、評価することが重要であることを強調する。ウマは常歩、速歩および駈歩で評価す

るべきであり、歩様のある状態が診断麻酔によって改善されたとしても、他の状態では悪化する可能性があ

ることを心に留めるべきである。ウマは、彼らにとって最も難しい動きをしているときにも評価するべきで

ある。なぜならあるウマは、そうした条件下でのみ問題が明らかになるからである。

連絡先：Nicola Pusterla, DVM, PhD, Diplomate ACVIM

　　　　npusterla@ucdavis.edu

　　　　（530） 752-1360

　　　　Department of Medicine and Epidemiology, 

　　　　School of Veterinary Medicine

　　　　UC Davis, California
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I N T E R N AT I O N A L N AT I O N A L

Equine coronavirus (ECoV) is classified within 
the Betacoronavirus genus, along with bovine 

coronavirus, porcine hemagglutinating encephalo-
myelitis virus, mouse hepatitis virus, rat coronavi-
rus (sialodacryoadenitis virus), and certain human 
coronaviruses such as OC43, HKU1, Severe Acute 
Respiratory Syndrome coronavirus, and Middle 
East Respiratory Syndrome coronavirus; the lat-
ter two viruses have caused epidemic outbreaks of 
respiratory disease in human beings in the last de-
cade. ECoV has been recently associated clinically 
and epidemiologically with emerging outbreaks 
of pyrogenic and enteric disease in adult horses 
in Japan and anorexia, lethargy, and fever in the 
United States.
 Coronavirus infection typically begins in the 
proximal small intestine and subsequently spreads 
to the colonic epithelial cells, leading to blunting of 
the intestinal villi and subsequent villous atrophy. 
Loss of epithelial cells results in malabsorption 
and maldigestion of nutrients and acute diarrhea. 
Following a short incubation period of 48-72 
hours, adult horses develop fever, anorexia, and 
depression. Changes in fecal character, ranging 
from soft-formed stools to watery consistency, 
and colic are seen in less than 20% of affected 
horses. A small number of horses develop acute 
neurologic signs due to hyperammonemia, which 
may manifest as severe depression, head pressing, 
ataxia, proprioceptive deficits, recumbency, nystag-
mus, and seizure. Common hematological abnor-
malities are leucopenia due to neutropenia and/or 
lymphopenia. ECoV infection generally resolves 
within 1-4 days with supportive care consisting 
of the administration of anti-inflammatory drugs 
and oral or intravenous fluids. Fatalities have been 
associated with septicemia, endotoxemia as well as 
metabolic abnormalities leading to encephalopathy 
(hyperammonemia). 
 Historically, the detection of ECoV has relied 
on either electron microscopy, antigen-capture 
ELISA, or viral isolation from the feces. All of these 
detection modalities lack sensitivity, especially if 

The International Collating Centre, New-
market, United Kingdom and other sources 

reported the following disease outbreaks.
 Republic of South Africa reported outbreaks 
of African horse sickness in endemic areas of the 
country, but none in the Western Cape controlled 
zone.
 Equine influenza was recorded in Germany 
(isolated case), the U.K. (case in an unvaccinated 
filly), and the USA, in which the disease is en-
demic. Outbreaks of the disease were confirmed 
in California, Delaware, Florida, Kentucky, New 
Jersey, and New York.
 Strangles was reported by France, Germany, 
Ireland, Singapore, and the USA. The number of 
outbreaks varied from four in France, twelve in 
Germany (all isolated cases), nineteen cases on two 
premises in Ireland, a single case in an imported 
horse in Singapore, and multiple outbreaks involv-
ing seventeen states in the USA. Outbreaks within 
the USA consisted of 99 cases confirmed on an 
estimated 36 premises, one of which represented 
co-infection with equine herpesvirus 4.
 France and South Africa recorded outbreaks of 
equine herpesvirus 1 (EHV-1) infection. In the case 
of the former, hyperthermia was the only clinical 
sign observed. Clinical details were not provided 
for the outbreak in South Africa. Outbreaks of 
EHV-1 abortion were reported by Ireland, South 
Africa and the UK, all involving isolated cases of 
the disease. EHV-1 related neurologic disease was 
confirmed in France, South Africa and the USA, 
each represented by single cases of the disease.
 Respiratory disease caused by EHV-4 was re-
corded by France (seven outbreaks), South Africa 
and Switzerland (single case of infection), and the 
UK (two outbreaks; limited number of infected 
horses in each instance). Germany reported a 
case of neurologic disease from which EHV-4 was 
detected from a nasal swab.
 Infection with EHV-2 and/or EHV-5 was 
confirmed in the USA, principally associated with 
evidence of respiratory disease.
 Equine infectious anemia was recorded in 
Canada and the USA. Nine cases were diagnosed 
on three premises in Saskatchewan Province, 

A significant number of pain-related gait ab-
normalities in horses are evident only when 

the horse is ridden, and are not apparent when 
the horse is hand-walked or lunged. Even when 
these horses are ridden, the lameness may not be 
overt. While there have been many recent technical 
advancements in the objective assessment of gait, 
these are generally of limited value for detection 
of bilaterally symmetrical alterations in gait that 
result in reduced performance such as generalized 
stiffness, lack of willingness to work, alteration in 
quality of movements such as lack of hindlimb 
engagement and impulsion, and alteration in the 
rider’s feel of the contact via the reins and bit to 
the horse’s mouth. 
 A rider often assumes that these problems are 
attributable to thoracolumbar region pain, because 
the problems are only manifest when the horse is 
ridden. When observed on the lunge, such horses 
may lean into the circle—often more on one rein 
than the other—and show exaggerated contrac-
tions of the epaxial muscles. However, studies 
have shown that experimentally induced forelimb 
or hindlimb lameness may reduce range of mo-
tion of the thoracolumbosacral vertebral column. 
Radiographic examination may reveal impinging 
spinous processes, and this finding often results 
in an erroneous conclusion implicating thora-
columbar pain as the primary problem. We have 
demonstrated that by using diagnostic analgesia 
to abolish overt or subclinical lameness, the rider 
often appreciates an increased range of motion of 
the horse’s back.
 To investigate these clinical observations, we 
have studied normal horses subjectively free from 
lameness in hand, after flexion test, on the lunge 
on both soft and firm surfaces and when ridden. 
We objectively measured body lean on the lunge 
and range of movement of the thoracolumbar 
region using inertial measurement units placed at 
predefined locations on the thoracolumbar and 
pelvic regions. These studies established normal 
ranges of motion for the thoracolumbosacral 
spine and demonstrated that sound horses have a 
small degree of bilaterally symmetrical body lean 
on the lunge. We also measured body lean on the 
lunge in lame horses and demonstrated that there 
is frequently asymmetry between left and right 
reins, with greater lean compared with normal 

Canada. Two cases were confirmed on each of two 
premises in New York and Oklahoma, USA.
 France recorded that equine piroplasmosis was 
endemic in the country. In the USA, Theileria 
equi infection was confirmed in Quarter horse 
racehorses engaged in non-sanctioned racing in 
Tennessee (seventeen cases) and Wyoming/Utah 
(21 cases).
 Germany reported nine cases of CEM on eight 
premises, the majority in stallions and horses of 
the Icelandic breed.
 The USA reported cases/outbreaks of salmonel-
losis during the third quarter. Two cases involved 
serogroup B Salmonella spp., 10 with serogroup 
C1 spp. and two with serogroup D1 spp. 
 Outbreaks of clostridial enteritis due to Clos-
tridium perfringens Type A, genotyped as β-2 
toxin positive, were recorded by the USA, two in 
Kentucky and two in Minnesota.
 France and Germany confirmed limited out-
breaks of rotavirus infection in foals.
 One case of infection with Lawsonia intracel-
lularis was diagnosed in a foal in Kentucky, USA.
 Single cases of rabies were recorded in Okla-
homa and Florida, USA. 
 The USA reported 49 cases of Eastern equine 
encephalomyelitis during the period under review. 
The greatest numbers of cases were confirmed in 
Florida, Wisconsin, and South Carolina.
 The USA confirmed a total of 88 cases of West 
Nile encephalitis involving seventeen states. The 
vast majority were in non-vaccinated horses or 
those with incomplete vaccination histories.
 Rhodococcus related disease was considered 
endemic in the USA. Notwithstanding the fact 
that it is very difficult to estimate the prevalence 
of this infection, some 40 cases were confirmed 
during the third quarter.
 Japan confirmed eight cases of Getah virus 
infection on one premises, the majority having 
incomplete vaccination histories. Infected horses 
displayed typical clinical signs of the disease.
 The USA reported three cases of Equine Mono-
cytic Ehrlichiosis in Maryland and West Virginia. 
Isolated cases of Ehrlichiosis were also confirmed 
in Germany and Switzerland. 

Third Quarter 2016 Observation, Science, and Equine Lameness Diagnosis
on at least one rein. Substantial improvement 
in lameness by performing diagnostic analgesia 
resulted in reduced body lean on both reins and 
reestablishment of symmetry between left and 
right reins. Likewise, when lameness was improved 
by diagnostic analgesia, range of motion of the 
thoracolumbosacral regions increased, especially 
in the caudal thoracic and lumbar regions.
 We have observed that the tendency of a saddle 
to slip persistently to one side is most frequently 
associated with hindlimb lameness. Abolition of 
lameness by diagnostic analgesia results in resolu-
tion of the saddle slip. The saddle most commonly 
slips to the side of the lame or more lame hindlimb, 
but less frequently slips toward the less lame limb. 
Presumably saddle slip is induced by altered range 
of motion of the thoracolumbosacral region, which 
may vary among horses. Saddle slip may actually 
be an indicator of the likely presence of hindlimb 
lameness.
 Overt lameness may not be apparent when a 
horse is trotting, but musculoskeletal pain may 
be manifest at a canter by the horse’s tendency to 
become disunited or repeatedly change leading 
limbs behind or in front, crookedness, loss of a 
normal three time rhythm, placing the hindlimbs 
either abnormally close together spatially and tem-
porally, or placing the limbs remarkably far apart. 
These observations may be apparent either on the 
lunge or when the horse is ridden. Abolition of 
baseline lameness seen in hand may paradoxically 
make the canter appear worse if sacroiliac pain is 
contributing to pain and poor performance. 
 These observations highlight the importance 
of evaluating horses with performance problems 
both in hand, on the lunge and ridden, preferably 
by the normal rider. Horses should be assessed in 
walk, trot, and canter, bearing in mind that while 
one aspect of the gait may improve with diagnostic 
analgesia, another may deteriorate. Horses should 
also be assessed performing the movements which 
they find most difficult, because in some horses 
this may be the only condition when the problem 
is manifest.

Contact: 
Sue Dyson, MA, VetMB, PhD, DEO, FRCVS
sue .dyson@aht .org .uk
+44 (0)1638 7519098
Centre for Equine Studies, Animal Health Trust
Newmarket, Suffolk, UK

Equine Coronavirus – An Emerging Enteric Virus of Adult Horses
viral particles are not present in sufficient numbers. 
Quantitative polymerase chain reaction (PCR) 
assay for the detection of ECoV nucleic acid has 
supplanted many conventional virological assays, 
mainly due to its short turn-around-time, high 
throughput capability and increased analytical 
sensitivity and specificity. The overall agreement 
between clinical status and PCR results for ECoV 
is over 90%, making fecal PCR the diagnostic tool 
of choice. 
 Infected horses can shed ECoV up to 14 days. 
Due to the fecal-oral transmission route and the 
highly infectious nature of ECoV, common-sense 
biosecurity protocols should be instituted during 
an outbreak of ECoV. ECoV PCR positive horses 
(clinical or subclinical) should always be isolated 
from the rest of the equine population to decrease 
the exposure risk and environmental contamina-
tion. Potentially exposed horses should not be 
moved until their definitive infection status has 
been determined. For isolation purposes, use an 
empty barn or an isolation unit. In a barn situation, 
close one end of the barn and use it as isolation 
area. Caretakers and owners should wear gloves, 
protective clothing (coveralls or disposable gowns), 
and dedicated footwear. 
 Good hand hygiene should be instituted (faucet 
with warm/cold water or hand sanitizer). 
 Barrier nursing techniques should be estab-
lished in the form of footbath or mats in front of 
the isolation unit and each stall. This will minimize 
the spread of pathogens from stalls to clean areas. 
It is very important to control traffic and minimize 
contact of affected horses with the general public. 
Hygiene should be maximized by regular cleaning 
and disinfecting.

Contact: 
Nicola Pusterla, DVM, PhD, Diplomate ACVIM
npusterla@ucdavis .edu
(530) 752-1360
Department of Medicine and Epidemiology, 
School of Veterinary Medicine
UC Davis, California

とを示してきた。

　これらの臨床所見の調査のために、引き馬、屈曲テスト、軟らかい馬場

と硬い馬場両方での調馬索運動や騎乗時に、跛行していないと主観的に思

われる正常なウマを研究してきた。調馬索運動における体の傾きと胸腰部

の可動域について、胸腰部や骨盤部の予め決めた位置に置かれた慣性計測

装置を用いて客観的に測定した。これらの研究によって胸腰仙椎の正常な

可動域を明らかとし、健康なウマは調馬索運動時の体の傾きはわずかで左

右対称であるということを示してきた。私達はまた跛行しているウマにつ

いても調馬索運動における体の傾きを測定し、しばしば手前肢の向きに

よっては動きが非対称となり、正常馬に比べて少なくともどちらか一方に

より大きく傾くということを示してきた。診断麻酔によって跛行が大幅に

改善されると、どちらの手前肢においても体の傾きが減少し、左右対称性

が回復する結果となる。さらに、診断麻酔によって跛行が改善された場合、

胸腰仙椎領域の可動域は増加し、特に胸後部や腰部において顕著である。

私達は、鞍のずれがいつも同じ側に起こる傾向がある場合はたいてい後肢

の跛行に関連することを突き止めた。診断麻酔によって跛行が消失すると、

鞍ずれは改善される。通常、鞍は後肢の跛行している側かあるいは強く跛

行している側にずれ、軽度の側にずれることは少ない。鞍ずれは、おそら
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国内情報

ウマコロナウイルスー成馬の新たな腸内ウイルス 

　ウマコロナウイルス （ECoV）は、ウシコロナウイルス、ブタ血球凝集性脳脊髄炎ウイルス、マウス肝炎

ウイルス、ネズミコロナウイルス（ラット唾液腺涙腺炎ウイルス）、OC43、HKU1、重症急性呼吸器症候

群コロナウイルスや中東呼吸器症候群コロナウイルスなどのヒトコロナウイルスと共にベータコロナウイル

ス属に分類される。後者の 2 つのウイルスは、過去 10 年間にヒトに呼吸器疾患の集団発生を引き起こした。

ECoV は近年、日本では成馬の発熱性腸疾患、米国では食欲不振、無気力および発熱を示す疾患の新たな流

行に臨床的および疫学的に関与している。

　コロナウイルス感染は、典型的には近位小腸から始まって、結腸上皮細胞に広がり、腸絨毛の鈍化さらに

絨毛萎縮を引き起こす。上皮細胞が消失すると、栄養の吸収不良や消化不良、急性下痢などの症状を示す。

48 − 72 時間の短い潜伏期間の後に、成馬は発熱、食欲不振、沈鬱といった症状を示す。感染馬の 20% 未

満で軟便や水様便、疝痛症状が認められる。少数のウマでは、高アンモニア血症による急性の神経症状が認

められ、著しい沈鬱、頭頸下垂、運動失調、固有感覚欠損、横臥、眼振、発作などの症状を示す。一般的に

認められる血液検査所見の異常は、好中球と／あるいはリンパ球の減少による白血球減少である。ECoV 感

染症は、通常、抗炎症剤投与や経口補液や輸液による対症療法によって 1 − 4 日で治癒する。死亡例では、

脳症を引き起こすような代謝異常（高アンモニア血症）のみではなく敗血症、エンドトキシン血症が関与し

ている。

　歴史的に、ECoV は電子顕微鏡 、抗原検出 ELISA あるいは糞便からのウイルス分離によって検出され

てきた。これらの検出方法は全て、特にウイルス粒子数が少ない場合に感度が低い。ECoV 核酸検出に用

いられる定量的ポリメラーゼ連鎖反応（PCR）は、短時間で結果が得られる、高速多検体処理能力、分析感

度と特異度の上昇といった利点により、多くの従来法によるウイルス検出法に取って代わった。臨床状態と 

ECoV に対する PCR の結果が 90% 以上一致することから、糞便を用いた PCR は最適な診断法とされる。

　感染馬は最長 14 日間、ECoV を排出し続ける。ECoV は糞口感染し感染力が強いため、流行期間中は、

一般的な防疫対策手順が実施されるべきである。ECoV の PCR 陽性馬（症状の有無に関わらず）は、ウイ

ルスへの暴露のリスクを減らし環境のウイルス汚染を防ぐために、感染していない集団から隔離すべきであ

る。ウイルスに暴露された可能性のあるウマは、感染の有無が確定するまで移動してはならない。感染馬の

隔離には空いている厩舎や隔離施設を用いる。厩舎は、片側の出入り口を閉鎖して隔離区域として用いる。

厩務員やオーナーは、手袋、防護服（カバーオールや使い捨てのガウン）、隔離区域専用の靴を着用すべき

である。

　手指は（温・冷水用蛇口や手指用消毒剤により）、常に清潔にするべきである。

　隔離施設や各馬房の前には消毒槽あるいは消毒マットを置いて、隔離飼育対策を実施すべきである。こう

した対策により、馬房から清浄区域への病原体の拡散は最小限に抑えられる。交通を規制し感染馬と一般人

との接触を最小限にすることは非常に重要である。日常の洗浄、消毒により衛生状態は最大限に保たれる。

連絡先：Nicola Pusterla, DVM, PhD, Diplomate ACVIM

　　　　npusterla@ucdavis.edu

　　　　（530） 752-1360

　　　　Department of Medicine and Epidemiology,

　　　　School of Veterinary Medicine

　　　　UC Davis, California
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ラセンウジバエによるハエウジ症 

　ハエウジ症とは、どのハエの種であってもその幼虫（ウジ）が脊椎動物に侵入した状態を指す。ハエのな

かには、両生類、爬虫類あるいは鳥類を宿主として利用する種がいるが、たいていほとんどのハエは哺乳類

に寄生する。ウマにおいて、典型的で最も広く分布するハエは、内部寄生性のウマバエ（Gasterophilus spp.）

だが、その他多くのウジ（クロバエ類あるいはニクバエ類など）が偶発的にウマの外表から侵入することが

ある。これらのハエはいずれも、一般的には宿主に対して深刻な脅威とはならないものの、ラセンウジバ

エ（screwworm）は別で、しばしば重大な問題となる。他の種のハエとは異なり、新世界ラセンウジバエ

（Cochliomyia hominivorax）は、南北アメリカ土着のクロバエであり、そのウジはもっぱら温血動物の生体組織

だけを貪欲に餌にする偏性寄生生物である。このハエは、かつてテキサス州南部とフロリダ州南部を含む新

熱帯区（訳注：中南米、カリブ海島嶼、フロリダ半島を含む生物地理区の一つ）の大部分に分布し、歴史的

に野生動物および家畜に大きな被害をもたらしていた。この冬期の避難所から、毎年夏には様々な範囲で北

へ分布を広げ、何千頭もの動物を傷害し、死に至らしめ、畜産業に大きな経済的損失を与えてきた。二十世

紀半ばに USDA の科学者達は、ラセンウジバエを害虫として根絶することを目的とした革新的な方法を考

案し、実地試験を始めた。不妊虫放飼法技術（sterile insect technique：SIT）は、何百万ものハエ成虫を

隔離飼育し、放射線照射により生殖能を不能とし、野外のラセンウジバエ集団を圧倒する数の不妊雄を放ち、

その地域の大部分の交尾雌バエが産卵した卵の孵化を阻止する技術である。 この技術を何世代かに対して

用いることで、地域個体群は絶滅し、そしてまず米国内において、その後 2000 年までには南方のパナマま

でラセンウジバエは着実に絶滅した。ラセンウジバエは少数のカリブ海の島々及び南米大陸の北部で依然と

して生息しているが、パナマ東部のバリアゾーンに不妊ハエを継続的に放出することによって、ラセンウジ

バエが北米に広がり再びはびこることを防いでいる。米国内で最後の寄生動物が認められたのは 1982 年の

テキサス州であり、それ以降はラセンウジバエの寄生は汚染地域から輸入される動物およびヒトで多数確認

されており、適切に対処されてきた。これらの多くは、南米から輸入される競走馬あるいはポロ用のポニー

であり、検疫施設においてラセンウジバエが検出されてきた。しかしながら、現在、フロリダ南端の諸島（フ
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In the horse world, lameness is a major problem. 
On this point, everyone agrees. Whether your 

focus is elite equine athletes or pleasure horses, 
whether you are a professional or a recreational 
rider, whether your primary breed of interest is 
large or small, musculoskeletal injuries are com-
mon and potentially very serious. 
 Substantial progress has been made over the last 
several decades in areas of both lameness diagnosis 
and treatment. Importantly, the future holds as 
much promise as ever. Science and technology are 
continuing to drive advances in clinical disciplines. 
 Cell biology is a good example. With next 
generation sequencing applied on a genomic scale 
(inclusive of all DNA or all RNA), it is now pos-
sible to broadly compare gene expression between 
individual tissues and cell types. Data-driven sci-
entific approaches are discovering a large number 
of genes that nobody realized were important. The 
results are providing new insights into cellular 
identity, normal function, and disease mechanisms 
in areas that have direct relevance to lameness. 
 New understanding about individual cell types 
enables diagnostic and therapeutic strategies to 
be refined. Consider cartilage as an example. 
Our bodies contain several different cartilaginous 
tissues—joint (articular) cartilage, non-articular 
structural cartilage, cartilage that is replaced by 
bone through a process called endochondral ossi-
fication, and others. Although all types of cartilage 
have features in common, an understanding of the 
unique cellular characteristics that define articular 
chondrocytes is clearly an important parameter to 
consider with joint diseases. 

 Going forward, veterinarians will increasingly 
have access to molecular biomarker panels to help 
refine their list of differential diagnoses, to select 
optimal therapies, and for patient monitoring. We 
already hear about these approaches with cancer 
patients, and the same concepts are applicable for 
bone, cartilage, tendon, ligament, and muscle tis-
sues. The clinical goals include improved sensitivity 
in monitoring health as well as early identification 
of disease problems and how the patient is respond-
ing to treatment.
 On a therapeutic level, cell-based approaches 
are generating high levels of interest and for good 
reasons. The term “stem cells” is mentioned fre-
quently. Cells can be used therapeutically to deliver 
beneficial equine-specific growth and differentia-
tion factors to an area of injury, to modulate the 
patient’s immune system in helpful ways, and in 
some cases to directly generate a repair tissue. There 
is much to learn and quite a bit of misinformation 
being disseminated, but cell-based therapies do 
indeed hold a lot of promise.
 Finally, we have entered the era of medical 
informatics. Hardware, software, and data storage 
options in computer science have advanced rapidly 
to enable “big data” analyses that resolve biomedi-
cal relationships and patterns from “-omic” and 
population levels that would be very hard to ap-
preciate by looking only at an individual gene or 
a single patient. By analogy, consider how difficult 
it would be to resolve crop circles and other pat-
terns in a grain field while standing on the ground. 
They are much easier to appreciate while looking 
out the window of an airplane. It is not an “either/
or” issue—broad and targeted analyses are both 
important and often complementary.

 So, how can we facilitate further progress in 
addressing equine lameness challenges? A very 
important part of the answer is quality scientific 
research to advance knowledge. At the University 
of Kentucky, we have established the Equestrian 
Sports Research Initiative to enable multidisci-
plinary research teams to work together collabora-
tively with industry groups, clinical veterinarians, 
and horse professionals. Health and welfare issues 
in equine sports medicine are being studied from 
basic to clinical levels by considering horse, rider, 

and surface issues concurrently. As noted above, 
scientific and technological advances are driving 
progress in biomedical disciplines. Objective sci-
entific research and the resulting new knowledge 
are absolutely key, and need to be a top priority. 

Contact: 
James N. MacLeod, VMD, PhD
jnmacleod@uky.edu
(859) 218-1099
Maxwell H. Gluck Equine Research Center
University of Kentucky, Lexington, KY

Screwworm Myiasis

Myiasis is the infestation of vertebrate animals 
by larvae (maggots) of any species of fly. 

Some fly species are specialized to use amphib-
ian, reptilian, or avian hosts, but most usually 
infest mammals. In horses, the typical and most 
widespread of such parasites are species of inter-
nal bot flies (Gasterophilus spp.), but many other 
maggots (e.g. blow flies and/or flesh flies) may 
facultatively infest equines externally. Although 
none of these typically poses a serious threat to 
hosts, screwworms are a separate and often dire 
exception. Unlike the others, the New World 
screwworm, Cochliomyia hominivorax, is a special-
ized native blow fly and obligate parasite whose 
maggots voraciously feed only on living tissues of 
warm-blooded animals. It once occupied most of 
the Neotropical Region, including South Texas 
and South Florida, where it was historically the 
scourge of both wildlife and livestock. From its 
winter refuges, it spread variably northwards 
each summer and injured or killed thousands of 
victims yearly, causing substantial economic losses 
to animal agriculture. In the mid-1900s, USDA 
scientists conceived and began field-testing an in-
novative method aimed at eradicating screwworms 
as pests. The so-called sterile insect technique (SIT) 
involved mass-rearing millions of adult flies in 
captivity, sterilizing them by exposure to radiation, 
and over-flooding wild screwworm populations 

with sterile insects to the point that most local, 
field-mated wild females produced inviable eggs. 
Within several generations of such pressure, local 
populations died out, and progressively screw-
worms were extirpated, first from the USA and 
eventually down to Panama by 2000. Screwworms 
persist on a handful of Caribbean islands and in 
northern South America, but they are prevented 
from dispersing and re-infesting North America 
by continuous releases of sterile flies in an eastern 
Panamanian barrier zone. The last locally infested 
animal in the U.S. was seen in 1982 in Texas, 
and since then, dozens of screwworm incursions 
have been detected and dealt with on animals and 
humans entering the country from still-infested 
areas. Many of these cases involved race horses or 
polo ponies entering from South America, with 
screwworms detected in quarantine facilities. Cur-
rently, however, an active invasive population of 
screwworms has taken up residence in the Florida 
Keys. How these flies entered the country and 
from where is still a mystery, but the infestation is 
of particular concern because most of the known 
infested hosts have been endangered Florida Key 
deer on the National Key Deer Refuge. As of this 
writing, screwworms have killed approximately 
10% of the Key deer herd, along with several lo-
cal pet pigs, cats, and dogs. Since the infestation 
was first discovered at the end of September 2016, personnel in a state/federal task force have insti-

tuted several strategies to contain and eliminate 
screwworms from the Keys, including monitoring 
and surveillance of fly and maggot activities to 
delimit the infested area, veterinary inspections 
of all animals leaving the Keys, preventative and 
curative treatments of animal hosts, and most 
importantly, local application of the SIT through 
release of over 25 million sterile flies flown in from 

Panama. Judicious continuation of these practices 
into early 2017 is expected to prevent the spread 
of screwworms, extirpate them, and once again, 
make the USA screwworm free. 

Contact: 
James W. Mertins, MS, PhD, Entomologist
James.W.Mertin@aphis.usda.gov
(515) 337-7919
USDA APHIS VS STAS; National Veterinary Services 
Laboratories
Ames, Iowa

Photos by 
Matt Barton, 
University of 

Kentucky
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ロリダキーズ）では侵入したラセンウジバエの活動が活発で定着してしまった。これらのハエがどのように、

そしてどこから米国内に侵入したのかは未だに解明されていないが、寄生動物の大部分が国立キーディア保

護区に生息する絶滅危惧種の鹿であるフロリダキーディアであることから、その侵入は特に懸念されている。

本稿の執筆時点で、現地でペットとして飼育されているブタ、ネコおよびイヌに加えて、キーディアの群れ

のおよそ 10% がラセンウジバエによって死亡している。2016 年 9 月末に初めて侵入が発見されてから、

州／連邦の対策本部の職員は、ラセンウジバエをキーズ地域に封じ込め雑滅させるためのいくつかの戦略を

行なってきた。それらの戦略として、侵入範囲を確定するためにハエおよびウジの活動を監視し継続的に調

査すること、フロリダキーズからでる全ての動物に対する獣医師による診察、寄生され得る宿主動物に対す

る予防的処置および治療、そして最も重要なこととして、パナマから輸入される 2500 万匹以上の不妊ハエ

の放出による SIT の局地的適用などが挙げられる。2017 年に入ってもこれらの適切な対策が継続されてお

り、ラセンウジバエの拡散を防止、根絶し米国が再び清浄国となることが期待される。

連絡先：Nicola Pusterla, DVM, PhD, Diplomate ACVIM

　　　　npusterla@ucdavis.edu

　　　　（530） 752-1360

　　　　Department of Medicine and Epidemiology, 

　　　　School of Veterinary Medicine

　　　　UC Davis, California
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軽種馬防疫協議会
（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本馬術連盟および日本

軽種馬協会を中心に構成され、軽種馬の自衛防疫を目的とする 

協議会です。

（昭和 47年 8月11日　設立）

議 長
事務局長

事 務 局

井上　　真
山野辺　啓

〒 106‐8401　東京都港区六本木 6‐11‐1
日本中央競馬会　馬事部　防疫課内

e-mail　info@keibokyo.com
TEL 03‐5785‐7517・7518　FAX 03‐5785‐7526
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